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研究成果の概要（和文）：　13世紀、宋（南宋）から元への交代期に、非士大夫層（江湖）詩人の詩作が一世を風靡し
た。本研究は、彼らを「中国伝統詩歌の近世化」という観点から照射する、全世界初の試みである。この３ヶ年の研究
期間においては、まず対象のディテールを少しでも多くクリアーにし、具体的な問題を一つでも多く発掘することを目
標とした。そのために、個別テーマを個人研究の形で進めたほか、毎年、国際シンポジウムを開催し、海外から関連の
研究者を招聘し、意見交換する場をもった。また、今年度（2014）中に、勉誠出版の『アジア遊学』の特集号において
、一般読者に向けて本研究の意義を発信してゆく予定である。

研究成果の概要（英文）：This study is the first approach to investigate these poems from a view point of '
the modernization of Chinese traditional poems'.Our researches in the past three years have focused on des
cribing the details of the subjects and disclosing some specific matters of interest. For this purpose,We 
not only advanced our studies individually but also discussed the issues with researchers in an internatio
nal symposium every year and exchanged opinions.In this year, 2014, We are going to publish the results of
 our investigation in a special issue of 'Asia Yugaku' by Bensei Shuppan and disclose the significance of 
this research to common readers.
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、13 世紀、南宋後期のマイナー・
ポエット群、江湖詩派の諸活動を、中国伝統
文学における近世的現象の萌芽と見なす立
場から再評価し、これまでの詩歌史ないしは
文学史観の再構築を目指すものである。従来
の中国近世文学史では、戯曲や小説等の白話
系文学が重点的に叙述され、研究も自ずとそ
こに集中してきた。そのため、もっとも伝統
的な文体、文言系の作品は、「近世＝通俗化
の時代」という認識に照らして、付随的に言
及されることが常であった。本研究は、そこ
にメスを入れ、文言系の伝統韻文、古近体詩
に焦点を当て、その変質の跡を丹念に辿るこ
とによって、もう一つの近世文学史を構築す
ることを企図する。 
しかしながら、これまで、南宋後期の江湖

詩人たちは、研究対象としては、日本ではま
ったく無視され続けてきた。中国においては、
張宏生氏の『江湖詩派研究』（1995 年 1 月、
中華書局）を嚆矢として、二、三の専著が公
刊されてはいるが、いずれも本研究のような
視点（近世文学としての江湖派をとらえる）
からのアプローチではない。そのせいもあっ
てか、今なおホットな研究対象にはなってい
ない。 
本研究は、これまで看過されてきた対象に

スポットを当て、彼らに近世的意義を見出す
という新たな観点からアプローチするもの
である。 
 
２．研究の目的 
 南宋江湖詩人の詩作活動の諸諸相を洗い
出し、彼らに特徴的な具体的な文化現象を一
つでも多く掬い出して、彼らの輪郭をより明
確にする。その上で、元明清との関係性を明
らかにし、近世文学史における位相を浮き彫
りにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は 8 名による共同研究である（海外
協力研究者の 10 名を加えると、18 名からな
る）。基本は 8 名各自が定めたテーマに即し
た個人研究の形を採るが、短期的により多く
の複合的成果を導き出すために、「市民文学
班」「地域文化班」「比較詩学班」という３つ
のグループを作り、各人が正・副最低二つの
グループに属するように配置して、自ずと複
数の視点から、当該対象にアプローチできる
態勢を取った。海外の協力研究者に対しては、
8 名の不足を補ってもらうべく、予め入念に
人選を行い、事前に希望のテーマを伝えて、
我々の希望に沿う内容の研究発表を行って
もらった。毎年一回、年度の後半に国際シン
ポジウムを開催し、個人乃至グループにおい
て進められた研究の報告、ならびに海外協力
者の発表を行い、さらに意見交換を行って、
問題を点から線へ、線から面へと発展的にと
らえる機会とした。 
 

４．研究成果 
 8 名の強半が初めてアプローチする対象で
あったため、この 3 年間では、まず対象を精
確に理解し、問題の所在を明らかにすること
をミニマムの目標とし、8 名それぞれが個別
テーマに即して、関連資料を収集し、テキス
トを読み込むという基礎的作業からスター
トした。現時点では、そのような初期段階が
ほぼ完成に近づき、個人差はあるが、アウト
プットの準備が整いつつある状況にある。よ
って、研究チームとしての面的な問題群の共
有、もしくはその開発への情報集約という応
用段階に到達するには、なおも一定の時間を
要するものと判断される。 
特筆すべき成果としては、計 3 回の国際シ

ンポジウムを開催し、日本と海外、とくに中
国の関連の学者が一堂に会し、関連の成果を
持ち寄り討論したこと、そして本研究テーマ
の可能性を対外的に示し、日中の関連学会に
向けてこのテーマの意義を改めて強力に発
信した点を、第一に挙げるべきであろう。宋
代文学関連では、日中双方に研究組織が存在
し、定期的に学術交流するプラットホームが
できてはいるが、個別の限定的テーマを三年
連続して議論し合うような事例はこれまで
存在しなかった。したがって、全世界初の試
みといってよい。 
第二に、いまだ有機的な相互連絡性に乏し

いとは言え、個別の具体的な研究成果がすで
に数多く生まれた点である。これらの研究成
果は、共同研究者の所属機関の紀要類や、日
中の学会誌、さらには学術誌『江湖派研究』
第 2 輯と第 3 輯に掲載されている。これら
個々の学術論文がさらなる問題点を創成し、
やがて所期の目的である面的な問題群へと
発展してゆくことを大いに期待している。 
第三に、この 3 年間の共同研究の諸活動を

通して勝ち得た個々の問題点を、本研究プロ
ジェクトに関わったすべての研究者が再確
認し、次なるステップへと進むために、『ア
ジア遊学』（勉誠出版）で江湖派の特集号を
編集し、世に問うつもりである。『アジア遊
学』はアジアを対象とする人文系すべての領
域の研究者が購読する雑誌である。よって、
3 年間の研究成果を、中国古典詩学関連の研
究者に止まらず、ひろく隣接領域の研究者に
向けて発信する格好の機会となる。数年後、
あたらなる研究チームを構成する際の呼び
水となることを期待している。 

3 年の研究期間中に未完成の研究テーマも
多く存在するので、それらの公表の場として
は、江湖派研究会の学術誌『江湖派研究』が
主たる役割を担ってゆくことになる。 

 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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